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産
別
組
合
調
査

二
〇
一
四
春
闘
に
お
け
る
賃
金
・

一
時
金
の
取
り
組
み
の
結
果

　

産
別
労
組
で
回
答
が
あ
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
、
運
輸
労
連
、
全
国
ガ
ス
、
生
保
労
連
、

電
機
連
合
、
基
幹
労
連
、
印
刷
労
連
、
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
連
合
、
紙
パ
連
合
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
四
春
闘
に
お
け
る
賃
金
・

一
時
金
の
取
り
組
み
の
結
果
と
総
括
か
ら
み

て
い
く
と
、
機
械
・
金
属
関
連
の
中
小
労
組

を
多
く
組
織
す
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
「
月
例
賃
金
の

ベ
ア
の
獲
得
と
い
う
点
で
は
過
去
最
高（
二

〇
〇
一
年
以
降
）の
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
の

こ
と
を
素
直
に
評
価
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
中
小
単
組
に
お
け
る

個
別
賃
金
要
求
方
式
の
導
入
に
踏
み
込
む
必

要
が
あ
る
。
平
均
賃
上
げ
方
式
で
は
賃
金
水

準
の
維
持
は
困
難
だ
」
と
、
個
別
賃
金
要
求

方
式
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

一
時
金
に
つ
い
て
は
、「
大
手
は
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
に
戻
し
て
い
る
が
、

中
小
・
中
堅
は
、
回
復
の
動
き
に
は
あ
る
も

の
の
、
水
準
と
し
て
そ
こ
ま
で
戻
っ
て
い
な

い
」
と
答
え
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業
を
中
心
に
組
織
す
る

運
輸
労
連
は
、
賃
金
の
単
純
平
均
が
一
三
八

七
円
（
前
年
比
二
六
二
円
増
）、
加
重
平
均

が
四
三
七
二
円
（
前
年
比
一
七
三
二
円
増
）

で
、
一
時
金
（
夏
季
）
の
単
純
平
均
が
二
一

万
五
〇
三
六
円
（
前
年
比
一
万
一
四
一
七
円

増
）、加
重
平
均
が
四
五
万
五
四
〇
四
円
（
前

年
比
、
三
八
四
五
円
増
円
）
と
な
っ
た
結
果

に
対
し
、「
物
価
上
昇
を
考
え
る
と
、
必
ず
し

も
満
足
の
い
く
結
果
で
は
な
い
が
、
一
定
程

度
の
成
果
は
あ
っ
た
と
判
断
し
た
」
と
答
え

た
。

　

ガ
ス
産
業
唯
一
の
産
業
別
労
働
組
合
で
あ

る
全
国
ガ
ス
は
「
ほ
ぼ
す
べ
て
の
単
組
で
要

求
・
要
望
ど
お
り
の
回
答
を
引
き
出
し
た
こ

と
は
一
定
の
評
価
」
と
し
、「
多
く
の
単
組
で

賃
金
・
一
時
金
の
水
準
を
維
持
し
、
い
く
つ

か
の
単
組
で
改
善
・
復
元
を
獲
得
で
き
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

特
別
加
算
・
一
時
金
の
上
乗
せ
を
獲
得

　

生
命
保
険
会
社
の
営
業
部
門
・
事
務
部
門

に
働
く
労
働
者
を
束
ね
る
生
保
労
連
は
、
内

勤
部
門
の
「
賃
金
改
善
」（
月
例
賃
金
・
臨
時

給
与
）
に
つ
い
て
、「
す
べ
て
の
組
合
に
お
い

て
、『
年
間
総
収
入
の
確
保
・
向
上
』
を
め
ざ

す
と
い
う
統
一
要
求
基
準
の
趣
旨
に
沿
っ
た

回
答
を
引
き
出
せ
た
こ
と
は
、
各
組
合
の
粘

り
強
い
交
渉
の
成
果
と
評
価
す
る
」
と
し
、

「
と
く
に
、
臨
時
給
与
（
一
時
金
）
で
、
多

く
の
組
合
が
特
別
加
算
お
よ
び
特
別
一
時
金

の
上
乗
せ
な
ど
に
よ
る
水
準
引
き
上
げ
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
グ
ル
ー
プ
労
連
か

ら
中
堅
・
中
小
労
組
ま
で
、
電
機
業
界
を
幅

広
く
組
織
す
る
電
機
連
合
は
、「
企
業
業
績
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
な
ど
厳
し
い
環
境
の
中
に

お
い
て
も
、
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
好
循
環
に

向
け
て
、
電
機
労
使
の
社
会
的
責
任
を
果
た

す
賃
金
水
準
改
善
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
し
、「
こ
れ
は
、
各
組
合
が
組
織
と
し

て
決
定
し
た
方
針
を
最
後
ま
で
守
り
通
し
、

産
別
統
一
闘
争
の
真
価
を
発
揮
し
た
か
ら
こ

そ
得
ら
れ
た
成
果
だ
」
と
総
括
し
た
。

経
済
の
好
循
環
論
に
一
定
の
理
解

　

鉄
鋼
、
造
船
重
機
、
非
鉄
産
業
を
カ
バ
ー

し
、
隔
年
春
闘
を
と
る
基
幹
労
連
は
、「
二
〇

一
四
年
度
一
〇
〇
〇
円
、
二
〇
一
五
年
度
一

〇
〇
〇
円
と
い
う
二
年
分
の
財
源
投
入
を
行

う
も
の
を
は
じ
め
、
多
く
の
有
額
回
答
が
示

さ
れ
た
」
と
今
春
闘
の
結
果
を
紹
介
し
た
う

え
で
、「
こ
れ
は
、
要
求
の
考
え
方
に
対
し
て

は
十
分
と
は
い
え
な
い
面
も
あ
る
が
、
会
社

が
頑
な
な
主
張
に
終
始
し
、
ギ
リ
ギ
リ
の
交

渉
を
行
う
な
か
で
、
最
終
的
に
は
産
業
・
企

業
の
好
循
環
論
の
重
要
性
に
一
定
の
理
解
を

示
し
、
人
へ
の
投
資
を
実
践
し
た
も
の
と
し

て
評
価
す
る
」
と
回
答
し
た
。

　

印
刷
業
界
を
組
織
す
る
印
刷
労
連
は
、「
賃

上
げ
に
つ
い
て
は
闘
争
方
針
お
よ
び
要
求
基

準
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
対
前
年
比

か
ら
の
引
き
上
げ
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
に
対

し
て
評
価
で
き
る
回
答
と
な
っ
た
」
と
し
、

「
一
時
金
に
関
し
て
も
対
前
年
比
よ
り
増
額

と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
評
価
で
き
る
回
答

と
な
っ
た
」
と
答
え
た
。

大
手
、
建
材
部
門
は
増
額
回
答

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
産
業
の
企
業
労
組
で
つ
く

る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
は
「
大
手
組
合
お
よ

び
衛
生
陶
器
・
タ
イ
ル
製
造
の
建
材
部
門
の

来
春
闘
は「
物
価
動
向
」や「
業
界
全
体
の
業
績
」が
検
討
ポ
イ
ン
ト 

　
　
―
―
過
半
数
の
単
組
が
女
性
社
員
の
登
用
に
取
り
組
む

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
産
別
・
単
組
調
査

〈
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ピ
ッ
ク
〉

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部
は
こ
の
ほ
ど
、「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
」
を

委
嘱
し
て
い
る
産
業
別
労
働
組
合
、
企
業
別
労
働
組
合
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
産
別
労
組
に
は
来
春
闘
の
賃
上
げ
に
向
け
て
の
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
企
業
別

労
組
に
は
女
性
活
用
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
尋
ね
た
。

　

来
春
闘
の
賃
上
げ
を
検
討
す
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
多
く
の
産
別
労
組
が
「
物

価
の
動
向
」「
業
界
全
体
の
業
績
の
状
況
」
を
指
摘
。
一
方
、
企
業
別
労
組
の
半
数
以
上
が

女
性
社
員
の
積
極
的
な
登
用
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
増
加
し
て
い
る
組
合

員
か
ら
の
相
談
内
容
の
ト
ッ
プ
に
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
が
あ
が
っ
た
。

　

本
事
業
の
正
式
名
称
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
」。
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
し
て
い
る
の
は
、
企
業
、
業
界
団
体
、
産
業
別
労
組
お
よ
び
企
業
別
労
組
で
、
モ
ニ
タ

ー
総
数
は
現
在
、
一
七
〇
組
織
以
上
。
今
回
の
調
査
で
は
、
産
業
別
労
組
二
七
組
織
、
企

業
別
労
組
三
五
組
織
に
調
査
票
を
メ
ー
ル
で
配
布
し
、
産
別
労
組
か
ら
は
九
、
企
業
別
労

組
か
ら
は
一
七
の
有
効
回
答
を
得
た
。
企
業
別
労
組
は
ほ
ぼ
、
各
業
界
の
大
手
企
業
で
構

成
す
る
。
調
査
期
間
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
二
日
～
二
六
日
。
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組
合
を
中
心
に
対
前
年
比
で
増
額
回
答
を
得

た
も
の
の
、
食
器
部
門
で
は
依
然
厳
し
い
回

答
と
な
っ
た
」
と
回
答
。
最
終
結
果
は
、
賃

金
が
五
四
九
四
円
／
二
・
〇
一
％
（
対
前
年

比
七
三
四
円
増
／
〇
・
三
一
ポ
イ
ン
ト
増
）

で
、
一
時
金
（
夏
季
の
み
）
が
七
五
万
二
二

四
六
円
／
二
・
七
二
カ
月
（
対
前
年
比
一
万

八
六
二
円
増
／
〇
・
〇
九
カ
月
増
）
だ
っ
た

と
し
た
。

　

製
紙
企
業
を
中
心
に
組
織
す
る
紙
パ
連
合

は
、「
賃
上
げ
は
、総
じ
て
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
・

定
昇
確
保
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
含
む
生
活
改
善
を
獲
得
し
た
組
合

が
前
年
よ
り
増
加
し
健
闘
し
て
い
る
」
と
答

え
、
一
時
金
に
つ
い
て
は
、「
増
額
減
額
の
傾

向
と
し
て
は
、
産
別
内
で
も
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
業
績
反
映
度
合
い
が
な
お
一
層
鮮
明
と

な
っ
た
」
と
分
析
。「
全
体
で
捉
え
る
と
、

ば
ら
つ
き
が
あ
る
中
で
も
前
期
同
額
や
上
乗

せ
を
図
る
組
合
が
目
立
ち
、
健
闘
が
う
か
が

え
る
」
と
し
た
。

中
小
組
合
へ
の
波
及
状
況
は

　

二
〇
一
四
春
闘
で
の
大
手
組
合
の
回
答
は
、

中
小
組
合
に
ま
で
波
及
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
波
及
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
、
電
機
連
合
、
基
幹
労
連
か
ら
は
波

及
効
果
を
認
識
す
る
回
答
内
容
が
あ
っ
た
が
、

運
輸
労
連
や
印
刷
労
連
な
ど
は
厳
し
い
コ
メ

ン
ト
を
寄
せ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
「
ベ
ア
に
関
し
て
は
一
五
〇
〇

円
と
い
う
相
場
が
規
模
に
関
係
な
く
、
形
成

さ
れ
た
」
と
し
た
。
た
だ
し
、「
こ
れ
は
ベ
ア

を
明
示
で
き
る
単
組
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と

で
、
賃
金
制
度
が
な
く
て
も
賃
金
構
造
維
持

分
と
ベ
ア
を
区
別
で
き
る
態
勢
を
整
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
個
別
賃
金
要
求
方
式
を
重

視
す
る
所
以
だ
」
と
も
言
及
し
た
。

七
八
％
が
大
手
同
様
二
〇
〇
〇
円
を
獲
得

　

電
機
連
合
で
は
、
大
手
組
合
で
は
、
中
闘

組
合
一
二
組
合
中
一
一
組
合
で
賃
金
の
水
準

改
善
を
達
成
し
、
水
準
改
善
額
に
つ
い
て
は

二
〇
〇
〇
円
を
す
べ
て
の
組
合
で
達
成
し
た

が
、「
中
闘
の
一
括
加
盟
組
合
（
大
手
の
グ

ル
ー
プ
企
業
の
組
合
）
で
集
約
・
集
約
方
向

組
合
三
四
八
組
合
中
、
二
九
九
組
合
（
八

六
％
）
で
水
準
改
善
を
達
成
し
た
」
と
し
、

水
準
改
善
額
（
開
発
設
計
職
二
一
九
組
合
）

を
み
る
と
、「
二
〇
〇
〇
円
が
七
八
％
を
占
め
、

二
〇
〇
〇
円
超
を
四
％
の
組
合
が
達
成
し

た
」
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
円
相
場
の
波
及
具

合
を
デ
ー
タ
で
提
示
し
た
。

回
答
を
受
け
た
中
小
の
六
割
は
前
進

　

基
幹
労
連
は
、「
業
種
別
組
合
（
各
部
門
の

中
堅
・
中
小
組
合
）
に
お
い
て
は
、
総
合
組

合
（
大
手
組
合
）
と
同
水
準
の
回
答
や
非
常

に
厳
し
い
産
業
事
情
の
も
と
で
一
定
の
有
額

回
答
の
引
き
出
し
を
果
た
す
な
ど
、
回
答
を

受
け
た
組
合
の
う
ち
前
進
回
答
が
六
割
に
も

お
よ
ん
だ
」
と
し
、「
こ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
状
況
の
も
と
各
組
合
が
精
一
杯
の
交
渉
展

開
を
行
っ
た
結
果
で
あ
り
、
先
行
組
合
の
賃

金
改
善
の
流
れ
が
産
別
全
体
に
波
及
し
た
」

と
総
括
す
る
。

　

紙
パ
連
合
は
、「
賃
金
・
一
時
金
共
に
企
業

の
収
益
状
況
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
回

答
内
容
に
つ
い
て
は
各
社
独
自
の
回
答
に

な
っ
て
い
る
も
の
の
、中
小
労
組
の
一
部
で
は

賃
金
改
善
を
獲
得
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
や
運
輸
で
は
波
及
効
果
薄
く

　

こ
れ
ら
の
産
別
労
組
と
は
対
照
的
に
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
連
合
は
、「
大
手
組
合
の
賃
金
改

善
を
は
じ
め
と
す
る
回
答
結
果
を
逐
次
構
成

組
合
に
発
信
し
、
中
小
組
合
へ
の
波
及
を
期

待
し
た
が
、
一
部
の
限
ら
れ
た
部
門
に
効
果

は
と
ど
ま
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

運
輸
労
連
は
、
実
際
の
賃
上
げ
集
計
結
果

を
み
る
と
、
大
手
＝
単
純
平
均
三
三
五
〇
円
、

加
重
平
均
五
一
七
七
円
、
中
小
＝
単
純
平
均

一
三
二
八
円
、
加
重
平
均
一
四
八
一
円
と

な
っ
て
お
り
、「
大
手
と
中
小
の
差
が
単
純
平

均
で
二
〇
二
二
円
、
加
重
で
三
六
九
六
円
。

昨
年
が
一
一
一
三
円
と
一
七
八
六
円
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
格
差
は
縮
ま
っ
て
お
ら
ず
、
波

及
効
果
は
極
め
て
薄
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
」
と
厳
し
い
総
括
を
し
て
い
る
。

　

印
刷
労
連
は
「
産
別
内
に
お
け
る
格
差
是

正
を
闘
争
方
針
に
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、
格

差
は
縮
ま
っ
て
お
ら
ず
拡
大
し
て
い
る
部
分

も
あ
る
」
と
の
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。

強
ま
る
各
社
の
経
営
事
情
の
影
響

　

こ
の
ほ
か
の
産
別
を
み
る
と
、
全
国
ガ
ス

は
「
こ
こ
数
年
は
、
大
手
か
ら
中
小
へ
の
波

及
と
い
う
よ
り
も
、
同
規
模
・
同
地
域
の
単

組
間
で
の
波
及
と
い
う
傾
向
だ
」
と
し
、
生

保
労
連
は
、「
一
九
八
〇
年
代
頃
ま
で
は
、
大

手
が
相
場
形
成
し
中
堅
・
中
小
が
格
差
是
正

を
め
ざ
す
統
一
闘
争
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
が
、

九
〇
年
代
以
降
、
各
社
の
経
営
状
況
の
個
別

化
や
外
資
系
へ
の
転
換
、
賃
金
制
度
改
革
等

に
よ
り
、
各
社
の
経
営
判
断
に
よ
る
回
答
が

提
示
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
」
と

経
営
環
境
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
。

賃
金
・
一
時
金
以
外
で
の
主
な
成
果

　

賃
金
・
一
時
金
以
外
で
の
主
な
成
果
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
、
三
組
織
が
企
業
内
最
低
賃

金
で
の
前
進
を
報
告
し
て
い
る
。
運
輸
労
連

は
「
企
業
内
最
低
賃
金
の
協
定
締
結
数
が
、

や
や
増
加
し
た
」、
全
国
ガ
ス
は
「
産
業
別

最
低
賃
金
の
協
定
化
、
額
引
き
上
げ
、
適
用

範
囲
の
拡
大
が
着
実
に
前
進
し
た
」
と
し
、

基
幹
労
連
は
「
部
会
の
一
体
的
取
り
組
み
と

し
て
、
最
低
賃
金
協
定
の
新
規
締
結
が
一
四

組
合
あ
っ
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
た
。

　

一
方
、
紙
パ
連
合
は
「
非
正
規
従
業
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
約
半
数
の
構
成
組
合

が
賃
金
改
訂
な
ど
の
要
求
を
し
た
結
果
、
そ

の
二
割
程
度
の
組
合
で
改
善
が
図
れ
た
」
と
、

非
正
規
従
業
員
の
賃
上
げ
で
成
果
を
得
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

電
機
は
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
、 

運
輸
は
定
年
年
齢
で
成
果

　

こ
の
ほ
か
の
項
目
で
は
、
電
機
連
合
が

「『
勤
務
間
に
お
け
る
休
息
時
間
』
の
必
要

性
に
つ
い
て
労
使
合
意
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
」
と
報
告
。
運
輸
労
連
は
「
定
年
年
齢
の

延
長
が
、
や
や
進
ん
だ
」
と
回
答
し
た
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
関
連
も
目
立

ち
、生
保
労
連
は
「
労
働
時
間
問
題
対
策
、両

立
支
援
制
度
の
拡
充
・
活
用
促
進
等
に
お
い

て
、着
実
な
前
進
が
図
ら
れ
た
」と
回
答
。
基

幹
労
連
は
「
多
く
の
組
合
で
、半
日
年
休
、積

立
休
暇
使
途
拡
大
、育
児
・
介
護
の
充
実
な
ど

何
ら
か
の
前
進
回
答
を
引
き
出
し
た
」、
印

刷
労
連
は
「
育
児
お
よ
び
介
護
に
関
す
る
制

度
拡
大
な
ど
が
成
果
と
し
て
評
価
で
き
る
」

と
し
、紙
パ
連
合
は
「
年
間
休
日
増
、
保
存

休
暇
使
途
拡
大
な
ど
」
を
成
果
と
し
て
あ
げ

た
。今

後
一
年
間
の
重
点
取
り
組
み

　

こ
の
さ
き
の
一
年
間
に
お
い
て
、
重
点
的

に
取
り
組
む
項
目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
も
っ

と
も
多
く
あ
が
っ
た
の
は
組
織
力
の
強
化
や

組
織
化
の
取
り
組
み
で
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
、
電
機
連

合
、
基
幹
労
連
、
印
刷
労
連
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
連
合
、
紙
パ
連
合
が
あ
げ
た
。
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賃
金
制
度
関
連
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
が
「
賃
金

デ
ー
タ
が
つ
か
め
な
い
と
こ
ろ
で
の
デ
ー
タ

把
握
や
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
要
求
作
り
の

強
化
」
を
あ
げ
、
運
輸
労
連
が
「
賃
金
制
度

の
確
立
、
改
善
」
を
あ
げ
た
。

来
春
闘
の
賃
上
げ
検
討
の
ポ
イ
ン
ト

　

各
産
別
で
の
来
春
闘
に
つ
い
て
の
議
論
は

秋
以
降
、
本
格
化
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点

が
賃
上
げ
に
関
す
る
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
か
を
選
択
肢
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
複
数
回

答
）、
も
っ
と
も
多
く
の
産
別
労
組
か
ら
あ

が
っ
た
の
は
「
物
価
の
動
向
」
と
「
業
界
全

体
の
業
績
の
状
況
」（
そ
れ
ぞ
れ
八
組
織
）
で
、

「
加
盟
組
合
全
体
の
業
績
の
状
況
」
と
「
マ

ク
ロ
の
経
済
情
勢
」
が
そ
れ
ぞ
れ
七
組
織
で

次
い
で
多
か
っ
た
（
図
表
１
）。

　

三
番
目
に
は
、「
業
界
全
体
の
生
産
性
の
動

向
」、「
他
産
別
の
動
向
」、「
格
差
是
正
の
取
り

組
み
と
の
バ
ラ
ン
ス
」、「
経
営
側
が
納
得
で

き
る
要
求
根
拠
」、「
四
月
に
実
施
さ
れ
た
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
（
五
％
→
八
％
）」
の

五
つ
が
六
組
織
で
並
ん
だ
。

企
業
別
組
合
調
査

今
春
闘
の
取
り
組
み
状
況

　

今
春
の
労
使
交
渉
で
、
賃
金
に
関
す
る
要

求
を
行
っ
た
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
と
、
回
答

し
た
全
一
七
組
織
の
う
ち
、「
賃
金
に
つ
い
て

要
求
し
た
」
が
一
五
組
織
、「
定
期
昇
給
等
を

労
使
で
確
認
済
み
な
の
で
要
求
し
な
か
っ

た
」が
一
組
織
、「
そ
の
他
」が
一
組
織
で
、「
賃

金
に
つ
い
て
要
求
し
な
か
っ
た
」
と
し
た
組

織
は
な
か
っ
た
（
図
表
２
）。

　

定
期
昇
給
相
当
分
の
ほ
か
に
、
賃
金
水
準

の
引
き
上
げ
分
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
分
や
賃
金

改
善
分
な
ど
）
も
要
求
し
た
か
尋
ね
る
と
、

「
要
求
し
た
」が
一
四
組
織
、「
要
求
し
な
か
っ

た
」
が
三
組
織
で
、
引
き
上
げ
分
を
要
求
し

た
組
合
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
（
図
表
３
）。

　

調
査
で
は
具
体
的
な
要
求
額
と
妥
結
額
を

そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
に
尋
ね
た
。
賃
金
改
善
分

や
一
部
の
給
与
項
目
の
増
額
を
含
め
て
引
き

上
げ
分
を
獲
得
で
き
た
組
織
は
そ
の
う
ち
の

一
二
組
合
。
獲
得
額
は
、
二
〇
〇
〇
円
台
の

後
半
か
ら
一
〇
〇
〇
円
弱
ま
で
の
幅
で
ば
ら

つ
い
て
い
る
。

引
き
上
げ
分
獲
得
理
由
の
ト
ッ
プ
は 

「
粘
り
強
い
交
渉
」

　

賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
分
を
獲
得
で
き
た

組
合
に
対
し
て
、
獲
得
で
き
た
理
由
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、も
っ
と
も
多
か
っ

た
回
答
は
「
組
合
と
し
て
の
粘
り
強
い
交
渉

の
成
果
」（
一
〇
組
織
）
で
、「
経
営
側
の
組
合

員
の
が
ん
ば
り
へ
の
理
解
」（
九
組
織
）
が
次

い
で
多
く
、「
世
間
相
場
、
他
社
（
他
組
合
）

の
動
向
」（
七
組
織
）、「
自
社
の
業
績
」（
六
組

織
）
な
ど
の
順
で
続
い
た
（
図
表
４
）。「
政

府
か
ら
の
賃
上
げ
要
請
」
を
あ
げ
た
の
は
二

図表１　来春闘の賃上げに関する検討でポイントになること――産別労組（複数回答）

図表４　賃金水準の引き上げ分（ベアなど）を獲得できた理由（複数回答）

図表２　今春闘で賃金に関する要求を
行ったか

図表３　定期昇給相当分のほかに、賃金水準
の引き上げ分（ベースアップ分や賃金改善分

など）も要求したか

1 

1 

2 

3 

3 

3 

4 

5 

6 

6 

6 

6 

6 

7 

7 

8 

8 物価の動向

業界全体の業績の状況

加盟組合全体の業績の状況

マクロの経済情勢

業界全体の生産性の動向

他産別の動向

格差是正の取り組みとのバランス

経営側が納得できる要求根拠

4月に実施された消費税率の引き上げ（５％→８％） 

賃金の社会性

来年予定されるもう一段の消費税税率の引き上げ（８％→１０％） 

非正規雇用の社員・組合員の処遇改善とのバランス

一時金の取り組みとのバランス

組合員の生計費

成果を得られる要求水準の設定

政府の動向

その他

n=9 単位：回答組合数

賃金について要求

した, 15 

しなかった, 1 

賃金について要求

定期昇給等を

しなかった, 0

労使で確認済

みなので要求

その他, 1 
n=17 単位：回答数 

要求した, 14 

要求しなかった, 3

n=17 単位：回答数 

10 

9 

7 

6 

5 

4 

2 

0 

0 

3 

組合としての粘り強い交渉の成果

経営側の組合員のがんばりへの理解

世間相場、他社（他組合）の動向

自社の業績

労使関係への配慮

産別の支援

政府からの賃上げ要請

消費税率のアップ

物価の動向

その他

n=12 単位：回答数 



スペシャルトピック

Business Labor Trend 2014.11

39

組
織
に
と
ど
ま
っ
た
。

ベ
ア
要
求
で
の
課
題
の
ト
ッ
プ
は 

「
要
求
根
拠
の
整
理
」

　

二
〇
一
四
春
闘
は
労
働
界
に
と
っ
て
、

久
々
に
ベ
ア
な
ど
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
分

を
求
め
る
春
闘
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
労
働

組
合
に
と
っ
て
、
ベ
ア
要
求
で
生
じ
た
課
題

に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
（
複
数
回
答
）。

　

す
る
と
、
も
っ
と
も
回
答
が
多
か
っ
た
の

は
「
要
求
根
拠
を
ど
う
整
理
す
る
か
」
で
、

一
一
組
織
が
あ
げ
た
（
図
表
５
）。
次
い
で

多
か
っ
た
の
は
「
要
求
水
準
を
ど
の
よ
う
に

設
定
す
る
か
」（
八
組
織
）
で
、
こ
れ
に
「
妥

結
で
き
る
水
準
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る

か
」（
五
組
織
）、「
執
行
部
の
な
か
で
ベ
ア
要

求
を
経
験
し
た
人
が
少
な
か
っ
た
り
、
い
な

か
っ
た
こ
と
」
お
よ
び
「
経
営
側
に
ベ
ア
要

求
の
正
当
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
」（
と

も
に
四
組
織
）
が
続
い
た
、「
と
く
に
課
題
は

な
い
」
と
し
た
組
織
は
な
か
っ
た
。

契
約
・
パ
ー
ト
の
主
な
取
り
組
み
は 

正
社
員
へ
の
登
用

　

契
約
社
員
や
パ
ー
ト
社
員
な
ど
の
非
正
規

雇
用
の
社
員
に
関
す
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、

前
進
が
あ
っ
た
項
目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
複

数
回
答
）、
一
〇
組
織
が
、
要
求
項
目
の
な

か
に
「
非
正
規
雇
用
の
社
員
に
関
す
る
取
り

組
み
項
目
は
な
い
」
と
回
答
し
た
。
回
答
が

あ
っ
た
項
目
は
、「
基
本
賃
金
」（
一
組
織
）、

「
諸
手
当
」（
一
組
織
）、「
一
時
金
」（
一
組
織
）、

「
正
社
員
へ
の
登
用
制
度
」（
三
組
織
）
で
、

な
か
で
も
正
社
員
へ
の
登
用
制
度
が
も
っ
と

も
多
く
あ
が
っ
た
。

　

具
体
的
な
内
容
を
み
る
と
、「
契
約
社
員
か

ら
正
社
員
登
用
へ
の
転
換
に
関
す
る
注
意
喚

起
（
毎
年
登
用
す
る
よ
う
に
）」（
製
造
業
の

組
合
）、「
契
約
社
員
の
登
用
試
験
が
行
わ
れ

た
」（
製
造
業
の
組
合
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
数
の
動
向

　

過
去
三
年
間
で
の
組
合
員
数
の
推
移
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
、「
大
幅
に
増
え
た
」
が
一
組

織
、「
や
や
増
え
た
」
が
一
組
織
、「
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
」
が
六
組
織
、「
や
や
減
っ
た
」

が
四
組
織
、「
大
幅
に
減
っ
た
」
が
五
組
織
で
、

半
数
以
上
の
組
織
が
減
っ
た
と
回
答
し
た

（
図
表
６
）。

　
「
や
や
減
っ
た
」「
大
幅
に
減
っ
た
」
と
回

答
し
た
組
織
に
、
減
っ
た
理
由
を
尋
ね
る
と

（
複
数
回
答
）、「
社
員
の
退
職
（
定
年
退
職
、

離
職
、希
望
退
職
な
ど
）」
が
八
組
織
で
も
っ

と
も
多
く
、「
企
業
の
組
織
再
編
（
営
業
譲
渡
、

事
業
部
門
の
廃
止
な
ど
）」
と
「
そ
の
他
」

が
と
も
に
三
組
織
で
続
い
た（
図
表
７
）。「
社

員
の
管
理
職
化
」
と
の
回
答
も
二
組
織
か
ら

あ
が
っ
た
。

定
年
以
降
者
は
半
数
以
上
が
組
織
化

　

六
五
歳
ま
で
の
希
望
者
全
員
の
雇
用
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
な
か
、
定
年
以
降
の
社
員
を

組
織
化
し
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
す
で

に
組
織
化
し
て
い

る
（
組
合
員
と

な
っ
た
人
が
い

る
）」
と
回
答
し

た
の
が
一
三
組
織

で
全
体
の
四
分
三

を
占
め
、「
組
織
化

を
検
討
中
」
が
一

組
織
、「
実
施
も
検

討
も
し
て
い
な

い
」
が
三
組
織
と

い
う
結
果
と
な
っ

た
（
図
表
８
）。

図表５　ベア要求の取り組みで生じた課題（複数回答）

図表６　過去 3 年間での組合員数の推移

図表７　組合員数が減った理由（複数回答）

図表８　定年以降の社員を組織化しているか

11

8 

5 

4 

4 

3 

1 

1 

4 

0 

1 

n=14 単位：回答数 

要求根拠をどう整理するか

要求水準をどのように設定するか

妥結できる水準をどのように設定するか

執行部のなかでベア要求を経験した人が少なかったり、いなかったこと

経営側にベア要求の正当性を理解してもらうこと

ベア回答後の配分をどのようにするか

ベア要求の水準や要求することの必要性について、組合員の理解を得ること

成果主義などで個別化がすすみ、従来のベア要求がなじまなくなっていること

その他

特に課題はない

無回答

1 
大幅に増えた, 

やや増えた, 1

やや減っ

ほとんど変わら

ない, 6

た, 4 

大幅に

減った, 5 

n=17 単位：回答数

1 

8 

2 

0 

3 

3 

組合員の脱退（退職による脱退は除く）

社員の退職（定年退職、離職、希望退職など）

社員の管理職化

非正規雇用の組合員の減少

企業の組織再編（営業譲渡、事業部門の廃止など）

その他

n=9 単位：回答数

検討中, 1

すでに組織化

している（組合

員となった人

がいる）, 13

組織化を

 

実施も検討も

していない, 3 

n=17 単位：回答数 
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女
性
活
用
に
関
す
る
取
り
組
み

　

政
府
が
、
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
社
会
を

め
ざ
す
な
か
、
女
性
社
員
の
積
極
的
な
登
用

に
向
け
た
取
り
組
み
や
経
営
側
へ
の
働
き
か

け
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
し
て
い
る
」
が
一
〇
組
織
で
、「
し
て
い
な

い
」
の
四
組
織
を
大
き
く
上
回
っ
た
（「
検

討
中
」
が
三
組
織
）（
図
表
９
）。

　

ま
た
、
女
性
執
行
委
員
を
増
や
す
具
体
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
尋
ね
る
と
、「
し

て
い
る
」「
検
討
中
」
が
と
も
に
六
組
織
で
、

「
し
て
い
な
い
」
が
五
組
織
だ
っ
た
（
図
表

10
）。

女
性
枠
を
設
定
す
る
組
合
も

　

女
性
執
行
委
員
会
を
増
や
す
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
を
記
述
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
支
部
の
青
年
部
長
ま
た
は
副
部
長
の
う
ち
、

一
人
は
女
性
が
担
う
。
支
部
の
特
別
執
行
委

員
に
女
性
を
一
人
以
上
選
出
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
」（
運
輸
・
通
信
業
の
組
合
）、「
女

性
組
合
員
を
対
象
と
し
た
職
場
委
員
（
各
支

部
長
権
限
で
指
名
・
選
出
）
を
組
織
し
、
そ

の
委
員
会
活
動
を
通
じ
て
女
性
組
合
員
の
意

見
集
約
（
ア
ン
ケ
ー
ト
、
座
談
会
等
）
を
行

い
、
具
体
的
な
制
度
見
直
し
等
の
会
社
側
へ

の
提
言
に
つ
な
げ
て
い
る
」（
製
造
業
の
組

合
）、「
職
場
代
表
ク
ラ
ス
の
女
性
を
増
や
す

こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
」（
製
造
業
の
組
合
）、

「
執
行
委
員
に
お
け
る
女
性
枠
を
設
定
す
る
。

女
性
に
専
従
執
行
委
員
と
な
る
よ
う
働
き
か

け
る
。女
性
執
行
委
員
の
複
数
選
出
」（
電
気
・

ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
の
組
合
）、「
職
場

委
員
で
の
女
性
比
率
の
ア
ッ
プ
を
第
一
の
取

り
組
み
と
し
て
推
進
」（
製
造
業
の
組
合
）
と

い
っ
た
内
容
が
寄
せ
ら
れ
た
。

日
常
の
相
談
活
動

　

職
場
の
組
合
員
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
種
類

の
相
談
が
増
加
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
（
複
数
回
答
）、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」（
九

組
織
）
が
ト
ッ
プ
で
、こ
れ
に
「
労
働
時
間
」

（
八
組
織
）、「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」（
七

組
織
）、「
人
事
考
課
や
業
績
評
価
」
お
よ
び

「
育
児
と
仕
事
の
両
立
」（
と
も
に
六
組
織
）

と
続
い
た
（
図
表
11
）。「
増
加
し
て
い
る
相

談
項
目
は
と
く
に
な
い
」
と
回
答
し
た
の
は

二
組
織
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

増
加
し
て
い
る
相
談
内
容
と
し
て
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
が
も
っ
と
も
多
く
あ
が
る
な
か
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
か
か
る
具
体
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
を
自
由
記
述
で
尋

ね
た
。
図
表
12
が
回
答
一
覧
で
あ
り
、
安
全

衛
生
委
員
会
な
ど
で
、
労
使
で
対
策
を
検
討

し
た
り
、
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て

い
る
組
織
が
多
い
。
予
防
の
た
め
に
、
長
時

図表９　女性社員の積極的な登用に向けた取り
組みや経営側への働きかけをしているか

図表 10　女性執行委員を増やす具体的な取り組
みをしているか

図表 11　職場の組合員からどのような相談が増加しているか（複数回答）

　図表 12　各労組のメンタルヘルス対策にかかる
具体的な取り組み

している, 10 
検討中, 3 

していない, 4 

n=17 単位：回答数 

している, 6 

検討中, 6 

していない, 5 

n=17 単位：回答数 

9 
8 

7 
6 
6 

5 
4 
4 
4 

3 
3 
3 
3 
3 

2 
2 

1 
1 

0 
1 

2 

n=17 単位：回答数 

メンタルヘルス
労働時間
パワハラ

人事考課や業績評価
育児と仕事の両立

賃金・処遇水準
介護と仕事の両立

セクハラ
職場での人間関係

年次有給休暇の取得や休日
海外出張・勤務

職場の安全・職場環境
定年後の仕事や生活

職場とは関係のない個人的なこと
人事異動（国内）

関連会社等への出向
能力開発
法令遵守

組合方針や運営
その他

増加している相談項目は特にない

・�労使の話し合いの場において、メンタルヘルスの取り組みに
ついて議論。（製造業）

・�会社が主催しているストレスチェック。産業医による面談が
受けられる。（製造業）

・�労使安全衛生委員会による長時間労働のチェックと職制と本
人へのフォロー。（製造業）

・�組合としては、特段取り組んでいないが、会社施策に対し、
安全衛生委員会のなかで意見反映している。（運輸・通信業）

・�安全衛生委員会を通じた会社への提言活動。（製造業）

・�メンタルヘルスへの知識や意識の啓発・啓蒙のためのセミナー
の実施。（製造業）

・�組合役員向けにセミナーを開催した。（製造業）

・�職場役員（会社の傾聴研修未受講者）に対する傾聴研修の実施。
（製造業）

・�3 つのカテゴリーに分けて管理している。①メンタルヘルス
予防②休業中の人に対する対応③復職者への対応。（製造業）

・�職場のコミュニケーション充実に向け、組合役員・職場委員
による挨拶の率先垂範を展開している。（製造業）

・�安全衛生委員会への参画。（製造業）

・�メンタルヘルス研修会の実施や役員のメンタルヘルスマネジ
メント検定取得など、メンタルヘルスに対する意識向上とラ
インケアの強化。（電気・ガス・熱供給・水道業）

・�労使でメンタルヘルスの予防対策を強化している。また復職
支援に関して実効ある施策を実施中。（製造業）
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間
労
働
対
策
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
充
実

策
を
と
る
組
織
な
ど
も
み
ら
れ
る
。

過
去
一
年
の
最
重
要
課
題

　

過
去
一
年
間
で
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
と

な
っ
た
項
目
を
四
七
あ
る
選
択
肢
か
ら
選
ん

で
も
ら
っ
た
（
三
つ
選
択
）。
回
答
は
図
表

13
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

　

回
答
は
ば
ら
つ
い
て
い
る
が
、
回
答
数
が

も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
「
事
業
所
や
工
場

等
の
規
模
縮
小
・
閉
鎖
」（
五
組
織
）
で
、
こ

の
後
に
「
希
望
退
職
、
早
期
退
職
の
募
集
」

「
正
社
員
の
賃
金
関
連
」「
六
〇
歳
以
降
（
ま

た
は
定
年
以
降
）
の
雇
用
関
連
」（
い
ず
れ
も

四
組
織
）
が
続
き
、「
一
時
金
関
連
」
と
「
上

記
以
外
」（
と
も
に
三
組
織
）
が
次
い
で
多
く

な
っ
て
い
る
。

相
変
わ
ら
ず
回
答
が
多
い 

六
〇
歳
以
降
の
雇
用
関
連

　

参
考
ま
で
に
二
〇
一
二
年
七
月
に
実
施
し

た
調
査
結
果
と
比
べ
る
と
（
図
表
13
）、「
希

望
退
職
、
早
期
退
職
の
募
集
」
や
「
正
社
員

の
賃
金
関
連
」、「
六
〇
歳
以
降
（
ま
た
は
定

年
以
降
）
の
雇
用
関
連
」
の
回
答
数
が
多
い

状
況
は
同
様
で
あ
り
、「
業
績
悪
化
に
よ
る
事

業
再
構
築
」
の
回
答
数
が
減
る
一
方
、「
事
業

所
や
工
場
等
の
規
模
縮
小
・
閉
鎖
」
の
回
答

数
が
増
加
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

　

各
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容

も
記
述
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
手
当
関
連

で
は
「
家
族
給
扶
養
要
素
の
増
額
改
訂
を

行
っ
た
。
第
一
扶
養
（
配
偶
者
ま
た
は
子
）

の
月
額
、
そ
の
他
の
扶
養
の
月
額
と
も
に
増

額
」、
一
時
金
関
連
で
は
「
業
績
連
動
型
一

時
金
の
算
定
式
の
見
直
し
を
一
年
か
け
て
労

使
協
議
し
、
改
正
し
た
」、「
業
績
連
動
で
あ

る
が
自
動
決
定
範
囲
を
（
上
方
に
）
は
ず
れ

た
た
め
別
途
協
議
と
な
っ
た
」、
退
職
金
関

連
で
は
「
社
員
（
地
域
）
の
退
職
金
水
準
を

約
二
五
〇
万
円
引
き
上
げ
た
」
な
ど
の
回
答

が
あ
っ
た
。

半
日
有
休
の
使
用
緩
和
な
ど
も

　

六
〇
歳
以
降
関
連
で
は
、「
役
職
定
年
制
度
、

ス
タ
ッ
フ
職
制
度
を
導
入
し
た
」
と
す
る
組

織
が
あ
っ
た
。
両
立
支
援
関
連
で
は
「
育
児

の
た
め
の
短
時
間
勤
務
の
利
用
可
能
期
間
を

小
学
校
三
年
生
ま
で
に
延
長
。
同
時
に
、
育

児
の
た
め
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
も
導

入
」
や
「
半
日
有
休
の
使
用
上
限
緩
和
、
短

時
間
勤
務
制
度
の
柔
軟
性
拡
充
」、「
出
産
看

護
休
暇
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
労
使
協

定
」
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
人
手
不
足
の
解
消
を
あ
げ
た
組
織

か
ら
は
、「
過
去
の
よ
う
に
期
間
従
業
員
に

頼
っ
た
生
産
変
動
へ
の
柔
軟
な
対
応
で
は
な

く
、
社
内
要
員
の
応
受
援
に
よ
る
対
応
中
心

に
移
行
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

（
荒
川
創
太
）

図表 13　過去 1 年間でもっとも重要な課題となった項目
（上位３つを回答）

n=17

選択肢 回答数
2012 年 7 月
実施調査の結果
（参考）n=19

【雇用問題・経営に関すること】
新規事業への進出・既存事業からの撤退　 2 0
業績悪化による事業再構築 1 6
他社との合併・経営統合等 2 1
事業所や工場等の規模縮小・閉鎖 5 1
人手不足の解消 2
新しい社員区分の創設 1
非正規社員の雇い止め等 0 1
希望退職、早期退職の募集 4 3

【震災関連】
震災からの復旧や影響 0 2

【賃金、一時金、人事評価等】
正社員の賃金関連　　　　　　　　　　　　　　 4 5
非正規雇用の社員の賃金関連　　　　　　　　　 0
再雇用等の高齢社員の賃金関連　　　　 0
人事評価・業績評価　　 1 0
一時金関連 3 3
各種手当 2 1
初任給 1 0
最低賃金協定 0 0
職務発明に関すること 0

【退職金・退職年金】
退職金制度・水準（退職一時金含む）　　 2 3
退職年金 0 2

【高齢者雇用】
定年制　　　　　　　　　 0 2
60 歳以降（または定年以降）の雇用関連 4 6

【勤務制度、労働時間、休暇・休職制度】
裁量労働時間制　　　　　　　　　　 0 1
フレックスタイム制　　　　　　　　 0
在宅ワーク　　　　　　　　　　　　　 0
実労働時間（長時間労働等）　　　　 1 1
所定労働時間　　　　　　　　　　　 1 1
勤務間インターバル　　　　　　　　 0
時間外割増率（時間外、休日、深夜）　　　 0 0
休暇取得に関すること 1
休暇制度に関すること 1
育児休業 1 0
介護休業 0 0
休職制度 0 1
元社員の復職制度 0

【出張、転勤、海外赴任】
国内・海外出張 0 0
転勤（国内）や異動 1 1
出向・転籍 0 2
海外赴任 0 1

【セクハラ・パワハラ】
セクシャルハラスメント 0 0
パワーハラスメント 0 0

【メンタルヘルス、安全衛生、非正規雇用】
メンタルヘルス　　　　 1 2
労働災害　　　 1 3
職場の安全（危険な状況の増加等） 0 1
非正規労働者に関すること（雇用・賃金関連以外） 1 0

【福利厚生】
福利厚生 0

上記以外 3 5
注1）�「正社員の賃金関連」については、2012 年調査では「賃金関連」と表記。
　2）� 2012 年調査での「有給休暇関連」「特別休暇関連」の選択肢を改変し、今回調査は「休

暇取得に関すること」「休暇制度に関すること」とした。
　3）2012 年調査結果で網掛けとなっている選択肢は今回の調査から設けた選択肢。


